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復職支援デイケア“リワーク ヴィレッジ”における実践と課題

○松田 慎子（医療法人社団 五稜会病院）

［キーワード］ 復職支援（リワーク） 実践における課題や苦労

【はじめに】

当院では，復職支援デイケア「リワーク ヴィレ

ッジ」を開設し，約 4 年が経過した．スタッフは

ソーシャルワーカー，臨床心理士をはじめとした

多職種で構成しており，効果的な支援を行なうた

めの検討を日々重ねている．今回の発表では，ソ

ーシャルワーカーとして復職支援デイケアの実践

を振り返ると共に，個人やグループと向き合う中

で生じる課題や苦労についても併せて報告する．

【当院の復職支援プログラムについて】

一般的に，復職支援プログラムでは，近年増加

している主にうつ病による休職者の復職を支援し

ている．休職者だけでなく，離職者の再就職支援

を行なっている場合もある．擬似職場としてのリ

ハビリ機能を有し，様々なプログラムを行なうこ

とで，復職（再就職）に向け，生活リズムの改善，

うつ病患者に特徴的な認知の再構成，集中力・体

力の回復等を支援している．

当院の「リワーク ヴィレッジ」でも，休職者・

離職者を対象とし，復職・再就職に向けた就労能

力の回復・向上， 症状の再発・再燃の防止（再休

職防止）を目的にしたプログラムを提供している．

対象疾患は，気分障害圏を中心としている．現在

は週３日（月・水・金）のデイケア帯で開催して

おり，利用者の復職までの準備期間や進捗状況，

病状に合わせて個別に通所日数を決めている．ま

た，3 ヵ月に一度，復職（再就職）者へのフォロ

ーアップを目的とした現役生と卒業生の交流の場

を設けている．

【実践内容】

当院では，利用者の自己理解（特に，考え方や

行動の傾向，症状や対処法）の程度や，セルフマ

ネジメント能力，生活リズムの安定度などを重要

なものと考えて支援を行なっている．グループワ

ークと並行で個人面談を行ない，課題を共有し，

デイケア場面や日常生活での実践練習を促すこ

とも支援のポイントである．そのため，プログ

ラム運営においては，個人が抱える課題とその

時のグループの発達段階に合わせた内容を提供

していくことが必要となってくる．

社会で疲れ，傷ついた利用者が，再びそこへ

戻ることを選択するためには，癒される体験，

勇気や自信を取り戻す経験が必要である．グル

ープワークや個人面談を通し，利用者との協働

作業を行いながら，利用者自身の力を引き出す

支援を大切にしている．

様々な事情により不適応状態となったり，参加

が長期化したりする利用者への支援，家族や職

場への働きかけには課題も多い．また，スタッ

フ自身も職業人としてのモデルのひとつとなる

ため，体調管理を含めたセルフマネジメントに

一層気を配る必要がある．このような課題や苦

労を抱えながら，日々試行錯誤で実践を重ねて

いるのが現状である．
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復職支援デイケア“リワーク ヴィレッジ”に
おける実践と課題

平成23年5月14･15日 北海道精神保健福祉士協会全道大会

松田 慎子（医療法人社団 五稜会病院）

平成23年5月14･15日 北海道精神保健福祉士協会全道大会

松田 慎子（医療法人社団 五稜会病院）

本日の内容

五稜会病院におけるリワークプログラム

実践での苦労や課題

リワーク ヴィレッジの概要と機能

考え方の幅を広げる

集中力・体力の回復

生活リズムの改善 気分のコントロール

対人コミュニケーション能力の向上

自己・他者理解を深め、 再発・再休職を予防する。

相互交流と相互学習が基盤

思春期・ストレスケア病棟含む４病棟（193床）を有する単科精神科病院。

リワーク ヴィレッジは、2007年5月開設。（PSWは2010年12月～専属）

年齢層：20代～50代で、30代が最も多い。

対象：気分障害圏の休職者または離職者。院内通所も受け入れている。

通所期限は原則1年、平均通所期間は約３～４ヶ月。

復職率：約７割。うち８割は継続して就労中。

担当：精神保健福祉士、臨床心理士、精神科専門看護師

スポーツインストラクター（看護師・OT）、医師

リワーク ヴィレッジの構造

体調や復職時期、就職活動状況に合わせ、個別に
通所日数を設定するステップ制を取り入れている。

自己課題への気づきや知識を深め、日常生活で
実践しながら、自己コントロール能力の向上を図る
。また、就業に向けての具体的な調整に入ってい
く。

月・水・金

（高負荷）

ステップ3

（週３日参加）

心理教育を通じた学びから、前向きに自己と向き
合い、自己課題への取り組みを開始。

月・金

（中負荷）

ステップ２

（週2日参加）

自分のペースで作業を楽しみ、対人関係に慣れ、
ｽﾄﾚｽ耐性を高めていく。

月

（低負荷）

ステップ１

（週1日参加）

自分は価値
が無い

ダメ人間だ。

誰にも
わかってもらえない・・・

どうせ病気だから･･･早く復帰しなくては！

休み方がわからない！

やるからには完璧を
目指さなければ！

また失敗したら
どうしよう･･･

利用者によくみられる認知や気分

焦り

イライラ

不安・恐怖

自信喪失

絶望感

孤独感

グループワーク
当事者研究

テーマディスカッション
ディベート

職業プレゼンテーション
等々

場面の再現性

腑に落ちる
感覚

日常生活での
実践

セルフモニタリング
を意識

作業

プラモデル・読書

手芸・脳トレ・パソコン

畑作業 等々

卓球・ヨガ・公園散歩

エアロビクス 等々

スポーツ

心理教育

CBGT・疾患教育

境界概念・ｱｻｰｼｮﾝ

ｱﾃﾞｨｸｼｮﾝ 等々

実践の工夫1：プログラムの構造と内容

どのプログラムにも共通の視点
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実践の工夫2：グループ力動と個人課題をつなぐ

グループでの対話型
セッションにより、抱え
込みがちな個人体験
をグループ全体で共
有し検討する。

発症の経緯や体験を
語ることで、他者から
のフィードバックや共
感が得られ、自己を
客観的に捉える機会
となる。

個人が持つ復職後の
再発予防の手がかり
を、グループワークで
の自己表現やロール
プレイ、レポート課題
などを通して、模索し
ていく。発症に至った
過程を振り返り、自分
を助ける方法や、復
職後の対処スキルの
獲得を自己課題とし
ていく。

ヴィレッジ号

個人課題
グループ力動

グループの発達段階

利用者独自の運転技術を
身に付けることを目指す

個人面談

しかし・・・そう簡単にはいかない状況・・・

利用の長期化

慢性的な生きづらさを

抱えている

復職・就職に向き合えない

主体性の減少

復職準備は簡単に進まない！

燃え尽き

アディクション

過剰適応

再発を繰り返している

退行に似た現象

停滞するグループ

困った!!

復職・就職に

向き合えない

他の問題の発生

アディクションなど

受動的

消極的行動

病気になったこと

休職・離職

停滞の背景：利用者の中で起きていること

見たくない挫折
自信喪失

見えない

防衛・抵抗

問題に振り回される

同じ苦労の

パターンを繰り返す

利用者自身が課題に気づき、自分の助け方を模索できるよう支援する。

駄目な自分

隠れみの

スタート

負の体験

わからない

専門的自己と私的自己の葛藤

子どもみたいに
甘えないで！！

これじゃあ働け
ないかも･･･

そこがあなたの
課題なんだよ。

もっと自分自身を
見つめようよ･･･

それを職場で言ったら、
大ひんしゅくだよ。

私に何ができる
のだろう・・・

私ってなんて臨床力
が低いんだろう・・・

私なんてリワークに
必要ない。

もっとあの時でき
ることがあったん
じゃないか・・・

諦め

自責感

自信喪失

怒り

意図的感情表出

自己決定

秘密保持

統制された
情緒的関与

受容

個別化

非審判的態度

無力感

求められる専門的自己

怒泣

イライラ

そこで・・・PSWとして立ち返る技を培う
利用者の主観的世界を尊重し、理解するように努める。

自助の力を育む支援。

相互作用を促進。

自己肯定感・効力感、自尊心、生きる力を支援する。

変化への可能性を信じ、希望を忘れない。

・職業選択の動機やリワークに至るまでの人生経験。
・どのような環境で何を大切に働いて（生きて）きたか。
・本人を支えているものは何か。
・自分や他者を苦しめる対処を取らざるを得なかった理由。
・多様な価値観、生き方を尊重するメッセージを送る。

当事者研究の活用

グループを活用し、つながる力を支援

就労の有無と利用者自身の価値をしっかり切り離す

働く1人のモデルとして大事にしていること

セルフケアを大切に。

初々しさを大切に。

弱音を吐き、悩みや感情を率直に表現、相談できる。

働くことって、腹立つこともあるし、つらいし、疲れるけど
、楽しみ、やりがいもある･･･よね。

笑いを大事にしよう。でも、いつも元気に笑って働くなん
てことは、普通難しい。

集中と切り替え、仕事と趣味など、バランス感覚を養う
姿勢。

→自分の感受性を自分で守る。

→頼りない生牡蠣のような感受性、震えるアンテナを持
ち、年老いても咲きたてのバラのように柔らかく開かれる

茨木のりこ 詩集より
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まとめ：実践から得られた喜びを大切に！

“職業人としての自分”を取り戻していく姿。

ありのままの自分を認められるようになっていく姿。

生きる力を回復していく姿。

様々な方達と出会い、

学び、力を得られること。 ありがとう
ございます。

私も
頑張ります♪

自信

勇気

笑顔

生命力

可能性
希望




